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災害時における地区住民および市職員の動き 

地区住民 学校 市 

避難者 自主防災組織 
学校職員 

（施設管理者） 
避難所配備職員 地区対策支部職員 

災害対策本部 

職員 

       

 
身の安全を守る・初期消火・安否確認・ 

救出救護など、地区での自助・共助を行う 

 

報告 報告 

報告 

地区対策支部職

員を地区に派遣 

災害対策本部へ

参集する 

地区の被災状況

等の情報を収集 

避難所生活

の必要あり？ 

YES NO 

自宅で 

生活 

避難所となる小・

中学校等へ向かう 

※避難所が開設さ

れるまでには時間

がかかるため、グ

ラウンド等で待機

する 

校舎・体育館の安

全点検 

児童・生徒の安全

確保 
自分の職場へ参集

した後、職場待機 

情報入手 

報告 

各地区からの情

報をもとに市内

の被災状況を把

握 

避難所配備職員

を避難所へ派遣 

避難所開設の決定 

担当の避難所へ

向かう 

担当の小学校へ

向かい、支部設置 

地区における

安否確認情報・被

災状況を整理 

報告 

三者が協力して避難所開設の準備 

（受付テーブルの設置、物品の運び込み、レイアウトの決定など） 

『避難所運営マニュアル』参照 

受付をして避難

所内へ 
・三者が協力して避難者の受け入れ 

・防災倉庫備蓄物資の配布 

避難者の状況（避

難者概数・必要物

品等）を把握 

避難誘導、応急手

当など 

市内の避難所状

況のとりまとめ 

避難所の運営（主体は地域住民） 

避難者の要望等

の把握 

中継 
報告 

・市内の避難所

状況のとりまと

め 

・要望への対応

を決定 

避難者へ伝達 
伝達 伝達 

発災

直後 

３時 

間後 

１日後 

定期的に地区内

を巡回し情報収

集 

災害発生 

避難所の組織づくり 

６時 

間後 

12 時 

間後 

中継 

中継 


